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「小山田エリアにおける里山環境再生・活用拠点施設のあり方に関する

基本構想 素案」市民意見募集実施結果 

 

２０２４年６月に公表した「小山田エリアにおける里山環境再生・活用拠点施設のあり方

に関する基本構想 素案」について、市民の皆さまのご意見を募集しました。 

 

１ 意見の募集期間 

２０２４年６月１日（土）～２０２４年６月１７日（月） 

 

２ 意見募集の方法 

◆以下の施設での資料閲覧・配布 

農業振興課（市庁舎 9階）、市政情報課、広聴課（市庁舎１階）、 

各市民センター（忠生、鶴川、南、なるせ駅前、堺、小山）、 

各連絡所（町田駅前、木曽山崎、玉川学園駅前、鶴川駅前）、 

各市立図書館（中央、さるびあ、鶴川、鶴川駅前、金森、木曽山崎、忠生、堺）、 

町田市民文学館 

 

◆町田市ホームページに資料を掲載 

 

◆「広報まちだ」（２０２４年６月１日号）にご意見募集記事を掲載 
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３ 寄せられたご意見の件数・内訳 

電子メール、ファックス、郵送を通じて、２４名の方から、５１件のご意見をいただきまし

た。ご意見の項目別の内訳は以下のとおりです。 

 

※おひとりから複数の趣旨のご意見をいただいた場合は、趣旨ごとに分割している場

合があります。 

※一部の特定の団体や企業名、URL に関する記載については［〇〇］表記としておりま

す。 

 

 

 

意見項目 ご意見の数 

１．事業全体に関するご意見 １２件 

３．整備候補地に関するご意見 １２件 

４．施設整備に関するご意見 １１件 

５．地域連携・民間活力導入に関するご意見 ６件 

６．施設運営に関するご意見 ６件 

７．地域の街づくりに関するご意見 ４件 

合計 ５１件 
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４ ご意見の概要と市の考え 

いただいたご意見と、それに対する市の考え方は次のとおりです。 

№ ご意見 市の考え方 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

  

１．事業全体に関するご意見  

1 
小山田の活性化や里山環境再生に資す

る事業として大いに期待します。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

2 

【市の関連計画等】 

・「第 1 章 1 市の関連計画等」を始め

として、この地域には既に町田市が策

定した「小田急多摩線延伸新駅を中心

とした小山田周辺まちづくり構想

（2016 年 3 月）」があるにもかかわら

ず、今回の構想素案では全く触れられ

ていません。この地域にとって非常に

重要な市の考え方なので触れていただ

くと共に、小山田エリアでの二つの構

想の関連性や、共通した考え方など、

市のこの地域に対する考え方を整理し

て、きちんと記述していくことが市の

責務であると考えます（都市政策課と

農業振興課で地域に対する考え方の整

合性を保つため）。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

本構想は構想（本編）1 ページで示

すとおり「まちだ未来づくりビジョ

ン２０４０」、「町田市都市づくり

のマスタープラン」等を上位計画と

した「町田市里山環境活用保全計

画」に基づき作成しております。 

「小田急多摩線延伸新駅を中心とし

た小山田周辺まちづくり構想」は、

新駅を中心とした小山田周辺の目指

すべき将来の姿を示したもので、鉄

道駅の新設という大きな契機を捉

え、小田急多摩線延伸の取り組みと

連動して新駅周辺のまちづくりを進

めていくこととしています。本事業

の推進にあたりましても、鉄道事業

の取組と連動し、計画的に進めてま

いります。 

3 

「新しい里山づくり」を推進する拠点

施設は、「道の駅」として整備してく

ださい。という私たちの提案の切実な

お願いです。 

私たちのごみの資源化施設周辺地域ま

ちづくり協議会は、2013 年 10 月の市

当該施設建替協議を契機に、忠生地域

再生のまちづくり要望のパリューアッ

ププラン(2015 年 3 月)やグランドデザ

イン(2019 年 12 月)を策定し、町田市

と協働のまちづくりを推進していま

本構想は構想（本編）1 ページで示

すとおり「まちだ未来づくりビジョ

ン２０４０」、「町田市都市づくり

のマスタープラン」等を上位計画と

した「町田市里山環境活用保全計

画」に基づき作成しております。 

町田市では「町田市里山環境活用保

全計画」に掲げる「持続可能な里山

環境の保全」を実現するため、多様

な主体と連携・協働し、時代に即し

た経済・社会・環境の新たな循環の
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す。 

そして、昨年からは忠生地区全体の計

画未着手事業を具体的にするため、小

山田地区まちづくり団体らと連携協力

し意見交換会や地元関係者の話し合い

を重ねるなど鋭意まちづくり実現を進

めています。 

私たちの計画は、忠生地区の地域再生

の方向の一つは、今ある忠生・北部の

自然資源を活用としたネットワークと

拠点施設の整備であります。 

そして、里山の拠点施設整備として、

計画策定の当時の早くから、地元小山

田地区自治会の切実な「道の駅の設

置」の要望を受け計画提案し、モノレ

ール路線形上の広軌道の新規都市計画

道路沿いに自然豊かな里山などを活か

す”忠生ならでは“”まちだならでは“の道

の駅の設置を市への重要な要望事項に

しています。 

私たちの道の駅の設置は、民間企業活

力の導入を踏まえて、集客力や採算

性、賑わい、雇用などが見込めること

が重要なことから、モノレール路線沿

いの駅付近に広い道路に大規模な駐車

場を擁する大きな敷地に、全国的な展

開の農林産物直売所・体験農林業(近く

の奈良ばい谷戸など)・おみあげ・レス

トラン・カフェ・休憩・テラス・コン

ビニ・イベント・交流・情報発信・宿

泊・地域防災などの多機能を有する施

設を考えています。 

市は、都市計画づくりのマスタープラ

ンの策定(2022 年 3 月)において、多摩

都市モノレール沿線における「忠生・

北部エリアの“みどりと暮らしの関係を

つくる"プロジェクト」としてその実現

構築（新しい里山づくり）を目指し

ています。 

本施設は、小山田エリアにおける里

山環境の再生と活用を推進する「新

しい里山づくり」の中核的な役割を

担う施設として整備し、周辺の施設

や既存の活動と連携し、活動の支援

や助言。コーディネートなどを行

い、里山の整備や里山に関わる人材

の育成や確保、木材などの里山資源

の活用促進・普及啓発に取組みま

す。 

本構想の策定にあたりましては、こ

れまで地域の方々と共に、ワークシ

ョップや意見交換会を実施し、検討

を重ねて参りました。 

今回公表しました構想素案の内容

は、2022 年度に実施したワークショ

ップ及び 2023 年度に実施した意見

交換会にて、地域の皆様からいただ

きましたご意見を受けてまとめてお

ります。 

なお、本施設は、いわゆる「道の

駅」的な拠点施設の整備として、小

山田エリアの道路状況や交通量を踏

まえながら、検討を進めてまいりま

す。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 
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するための取組みを示しています。 

また、市は、里山環境活用保全計画の

策定(2022 年 3 月)などに基づき、この

度は、小山田エリア(図師を含む。)にお

ける里山環境再生・活用拠点施設のあ

り方として、拠点施設のコンセプトは

「新しい里山づくり」を推進する施設

とし、機能別の整備方針を示していま

す。 

市で示された取組みや方針は、私たち

のまちづくり計画の取組みと同じで

す。 

是非とも、コンセプトを同様にし「新

しい里山づくり」を推進する拠点施設

は、事業の実現性や持続性などの観点

から道の駅として位置づけ活かし、整

備して頂きたい。 

なお、例えば、道の駅がまちだの里山

の中央部に立地できれば、名称を〈仮

称〉「道の駅まちだ里山」、最寄りの

モノレール駅名も〈仮称〉「道の駅ま

ちだ里山」にしてください。この施設

を“選ばれるまちまちだ"の売りにしてく

ださい。 

以上 

4 

・将来の道路計画との整合など。 

現在の町田 3・4・40 号道路は、モノレ

ール延伸などとも関連して、いずれ 3・

4・40号、155号と接続して桜台方面に

延びるはず。他方、野中谷戸の狭隘な

都道 355 号線は、町田市による緊急改

修が不可避なはず。であれば、155 号

を町田市道へ、現在の町田 3・4・40 を

都道へと、位置づけを変更し、上記の

交流拠点は町田だけでなく多摩ニュー

タウン諸都市にも広域利用される交流

拠点として、都の支援による大規模な

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

本施設は、小山田エリアにおける里

山環境の再生と活用を推進する「新

しい里山づくり」の中核的な役割を

担う施設として整備し、周辺の施設

や既存の活動と連携し、活動の支援

や助言、コーディネートなどを行

い、里山の整備や里山に関わる人材

の育成や確保、木材などの里山資源

の活用促進・普及啓発に取組みま

す。 
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「道の駅」などとしてゆくことも考え

られるのではないか。 

なお、本施設は、いわゆる「道の

駅」的な拠点施設の整備として、小

山田エリアの道路状況や交通量を踏

まえながら、検討を進めてまいりま

す。 

施設名称については、本施設のコン

セプト等を踏まえながら検討いたし

ます。 

町田３・４・40 号線の整備や都道

155 号線の位置づけについては、東

京都と調整を図ってまいります。  

5 

要望事項：ネーミングを道の駅とし、

「道の駅まちだ里山」の様に里山に在

る道の駅をイメージするネーミングに

お願い致します。 

理由：現バイオエネルギーセンター立

替えに伴い周辺町内会・自治会や地域

のまちづくり代表と「町田市ごみの資

源化施設周辺地区まちづくり協議会」

を立上げ、市と協働で意見交換を重ね

地域の要望として「バリュウアッププ

ラン」と「グランドデザイン」を策定

しました。 

上下小山田町内会より忠生地区に道の

駅をつくる要望があり、この二つの計

画に取り入れた経緯がありますので重

ねてお願いしますが道の駅のネーミン

グを切にお願い致します。 

本施設は、いわゆる「道の駅」的な

拠点施設の整備として、小山田エリ

アの道路状況や交通量を踏まえなが

ら、検討を進めてまいります。 

施設名称については、本施設のコン

セプト等を踏まえながら検討いたし

ます。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

6 

私は［団体名］という団体に所属し、

主に週末に小山田地区で里山整備をし

ているものです。団体加入後の活動経

験は 2年です。 

小山田地区に税金を使用して施設(箱も

の)を造る必要性はないと思います。里

山整備拠点の近くに大善倶楽部という

建物が有り、外に仮設のトイレと建物

内に水洗トイレがあるので集会やイベ

町田市では「町田市里山環境活用保

全計画」に掲げる「持続可能な里山

環境の保全」の実現のため、多様な

主体と連携・協働し、時代に即した

経済・社会・環境の新たな循環の構

築（新しい里山づくり）を目指して

います。 

本施設は、小山田エリアにおける

「新しい里山づくり」の中核的な役
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ントを開催するのであれば、その施設

の使用で十分だと思います。 

地区以外の人が利用する前提で建設さ

れているわけではないと思うので、利

用方法は再考しなければいけないとは

おもいますが。 

小山田地区に箱モノを造っても、地区

を訪れる目的、やりたいことがなけれ

ば、あまり意味が無いと思います。賑

わいを創出したいのは理解できます

が、税金ですべきことなのか民間に任

せれば良いのではないかと思うことも

有ります。 

里山整備で一緒に活動している人から

聞きましたが、４０年前の「町田ニュ

ータウン計画」のときに東京都の条例

で市街化調整区域に指定され現在の地

目を簡単には変更できないという「縛

り」が存在し、新たに交流拠点を造る

には住居か店舗、駐車場であれば雑地

に変更する法的手続きが必要で、今の

UR 計画の影響でこの条例を覆す新たな

条例が必要であるとしりました。 

市街化調整区域という「縛り」がある

なかで小山田地区の賑わいを創出する

のは難しいのではないかと思います。 

簡単ではないのは承知しております

が、新たな条例をつくるのが先ではな

いでしょうか。 

割を担う施設として整備し、周辺の

施設や既存の活動と連携し、活動の

支援や助言、コーディネートなどを

行い、里山の整備や里山に関わる人

材の育成や確保、木材などの里山資

源の活用促進・普及啓発に取組みま

す。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

7 

第 3章 

◇基本構想や拠点施設のコンセプトに

ついて 

（全体的に） 

・拠点施設を核とした里山環境の再生

と里山資源の活用が謳われています

が、里山環境をどのように再生してい

くのか、そのプロセスや将来像が見え

町田市では「町田市里山環境活用保

全計画」に掲げる「持続可能な里山

環境の保全」を実現するため、多様

な主体と連携・協働し、時代に即し

た経済・社会・環境の新たな循環の

構築（新しい里山づくり）を目指し

ています。 

本施設は、小山田エリアにおける
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ません。木材資源の活用が目ざされて

いますが、これは里山再生をすすめる

上で必要であっても、再生するイメー

ジがなければ、ただの無計画な乱伐に

なるかもしれません。 

「新しい里山づくり」を持続的に行う

ためには、里山と関わる人を増やすだ

けではなく、まちだの里山の自然（生

態系）をきちんと評価し、その生物多

様性を高めながら自然資源を持続的に

活用していく方法を計画しておく必要

があると思います。そうした計画と連

動するかたちで拠点施設の基本構想や

コンセプトを考えることが重要だと思

います。特に、世界的にネイチャーポ

ジティブへと向かう動向を踏まえるな

らば、里山の生物多様性を豊かにする

ことが、経済的な価値を生み出してい

くと想定して、基本構想を考えるべき

ではないでしょうか。  

「新しい里山づくり」の中核的な役

割を担う施設として整備し、周辺の

施設や既存の活動と連携し、活動の

支援や助言、コーディネートなどを

行い、里山の整備や里山に関わる人

材の育成や確保、木材などの里山資

源の活用促進・普及啓発に取組みま

す。 

木材資源の活用につきましては、現

状、人が立ち入ることができない山

林を整備（再生）し、それにより発

生した木材を資源として活用するこ

とを考えております。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨につきましては、今後

の参考にさせていただきます。 
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これまでの経緯を理解していないあっ

たらイイナという提案です「たぬきと

暮らす」を推すたぬきの農作物被害。

愛玩動物にはならないこと。開発によ

り生育場所が減っていること。増える

交通事故。現状の正直なところを伝え

たうえで、(剥製に近い触れる)ぬいぐる

みを置いたり、実物大パネルでたぬき

ファンを増やす。(ゆるキャラでなく本

物で)たぬき含めた里山全体を守りたい

と感じてもらう。リス園の来場者も(仕

方なく保護された)実際の飼育されたた

ぬきが見られるなら、小山田にも立ち

寄ってくれると思います。 

追伸ー高尾山や川崎生田緑地の博物館

の里山展示がとても好きです 

町田市では「町田市里山環境活用保

全計画」に掲げる「持続可能な里山

環境の保全」を実現するため、多様

な主体と連携・協働し、時代に即し

た経済・社会・環境の新たな循環の

構築（新しい里山づくり）により、

まちだの里山を将来にわたって持続

可能なものにすることを目指してい

ます。本施設は、小山田エリアにお

ける里山環境の再生と活用を推進す

る「新しい里山づくり」の中核的な

役割を担う施設として整備し、周辺

の施設や既存の活動と連携し、活動

の支援や助言、コーディネートなど

を行い、里山の整備や里山に関わる

人材の育成や確保、木材などの里山

資源の活用促進・普及啓発に取り組
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んでまいります。子どもたちをはじ

め多くの方に里山に触れ・楽しむ機

会を創出し、里山に関わっていただ

く人を増やすことで多様な主体の連

携・協働による新しい里山づくりを

推進し、小山田エリアの里山環境の

保全を持続可能なものとしたいと考

えております。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。  

9 

【整備箇所の選定に向けたシミュレー

ション】 

・拠点施設を広大な小山田エリアに一

カ所とすると、施設整備候補エリアの

①～③のいずれの位置であっても、小

山田エリア内で遠い地域から不満が出

るため、機能を分散化して複数化する

などの方法もあると考えます。施設整

備候補③のエリアには、町田市が資源

ごみ処理施設を 2037 年度に稼働させる

計画があります。この施設に併設し

て、一部の機能を持たせることなども

検討の余地があると考えます。 

 

・小山田エリア北西部にまとまった市

有地があるにもかかわらず、これまで

市は活用することを考えてこなかった

経過があります。活用するためには、

ここを通る都道 155 号線（小山田バス

停～多摩市）の拡幅整備が必要であ

り、きちんと課題に位置付け、早期に

着手することが必要と考えます。 

 

・西山中谷戸は小山田エリアの中央部

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

・「新しい里山づくり」の中核的な

役割を担う施設は、どこか一つの場

所に整備することが施設の機能を生

かす点で望ましいと考えますが、今

後、エリア内で分散して整備するこ

ともあわせて検討してまいります。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

 

・ご意見の趣旨については、今後の

取組検討の参考にさせていただきま

す。 

なお、都道 155 号線の整備について

は、東京都へ働きかけを行ってまい

ります。 

 

・里山環境の再生や資源の活用に必

要となる作業路などの整備にあたっ
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ですが市有地も含め耕作放棄地が拡大

しています。活用するにしてもそこま

での道が狭く徒歩で行くしかありませ

ん。再生・活用するためにも、近くま

で車両通行可能な道路を整備すべきと

考えます。 

 

・拠点施設をどこに整備するにして

も、この地域の特性として車で集まる

ことが多くなるので、一定規模の駐車

場の併設が必要と考えます。 

ては、「町田市里山環境活用保全計

画」に基づき進めてまいります。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

 

・事業採算性の確保の観点からも一

定量の駐車場の整備は必要であると

考えます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

10 

【その他】 

・里山全体を公共財としての視点から

とらえていくことも重要であり、私有

地山林などへの不法投棄にも行政が対

応（撤去など）できるような仕組みが

必要であると考えます。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

里山における不法投棄については課

題であると認識しており、不法投棄

を未然に防ぐため、警察と連携した

パトロールの強化や地域の皆さまと

行う清掃活動などの取組を継続して

まいります。 

また、来訪者によるゴミのポイ捨て

につきましては、マナー啓発・注意

喚起を行う必要があると考えており

ます。 

 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

  

11 

１．「小山田エリアにおける里山環境

再生・活用拠点施設のあり方に関する

基本構想」、以下「構想」と略しま

す。 

この「構想」の冒頭「まえがき」に

「豊かな自然『里山』」と位置づけ

「こうした立地、緑、農、歴史、文化

は町田市の魅力の一つであり、価値あ

かつては地域で生活する人々が田畑

を耕作し、農閑期には薪や炭にする

目的で樹木の伐採を行うなど、地域

の人々の生活が営まれてきた「里

山」は、適度に人の手が入ることで

生物の多様性や良好な景観が保たれ

ていましたが、高度経済成長期以

降、人の手が入ることがなくなり、
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る資産・資源」と評価しています。私

も同感です。現在、この里山の環境は

「倒木」や「不法投棄」の環境悪化が

見られるとのことです。しかし、これ

らの「精神的・経済的な負担」はごく

一般的なことで行政が地域と理解協力

者などと協力対策をもてば、ある程度

解決できるのではないでしょうか。倒

木が何本、何トンだとかゴミなどが何

か所、何トンとか、一月毎、日毎では

どうかとか具体的統計的数値・資料が

ないのでよくわかりません。現状に対

して町田市としてはこの具体的対策に

人的・財政的対策としてはどのように

対応しているのでしょうか。どのよう

な弊害が出ているのでしょうか。この

あたりが、「まえがき」では、はっき

りしません。 そのあたりは、第１章、

第２章から検討されたのでしょうか。

「町田市未来づくりビジョン２０４

０」から「町田市里山環境活用保全計

画」を経て「小山田エリアにおける里

山環境再生・活用拠点のあり方に関す

る基本構想」からなぜ「ワークショッ

プ」などや P13 のが「機能別整備方

針」が策定されるのでしょうか。 

「まえがき」では、その問題提起から

一段飛躍して「市内の里山環境を活か

して、その「価値」をさらに高めて、

里山における経済、社会、環境の新た

な循環の構築を目指し「新しい里山づ

くり」に取り組む、そのための中核的

役割を担う拠点・施設づくりの在り方

となり第３章・第４章の具体化となっ

ています。しかし、豊かな自然の里山

価値は、なにも無理して経済、社会、

環境の構築など大規模に目指す必要は

放置された山林や農地が増え、その

ような場所では、生態系の変化や景

観の悪化、不法投棄が行われるなど

生活環境も以前と比較して悪化して

います。 

そこで、町田市では「町田市里山環

境活用保全計画」を策定し、「持続

可能な里山環境の保全」を目的に、

市内外の団体や企業など幅広い主体

との連携・協働による、時代に即し

た経済・社会・環境の新たな循環の

構築（新しい里山づくり）し、まち

だの里山を将来にわたって持続可能

なものにすることを目指すとしまし

た。 

本構想は、小山田エリアにおける里

山環境の再生と活用を推進する「新

しい里山づくり」の中核的な役割を

担う施設として整備し、周辺の施設

や既存の活動と連携し、活動の支援

や助言、コーディネートなどを行

い、里山の整備や里山に関わる人材

の育成や確保、木材などの里山資源

の活用促進・普及啓発に取り組んで

まいります。 

持続可能な里山環境の保全を公費だ

けで賄うことは不可能です。また、

民間事業者のノウハウを活用しなけ

れば、里山の整備や里山に関わる人

材の育成などの実現は難しく、その

ためには、一定程度の収益を確保し

なければ持続可能なものにはならな

いと考えます。 

なお、事業者の参画にあたりまして

は、計画の目的である「里山環境の

持続可能な保全」の趣旨を理解し、

地域の意向を把握した事業者を選定
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ないのではないでしょうか。豊かな自

然「里山」の価値は、まさに自然環境

の保護・保存・整備・育成を大前提に

据えるべきではないでしょうか。 

里山自然再生の基本理念がしっかり深

めた論議となっていないのではないで

しょうか。 

２．しかも気になるのは、「自然」に

一番ふさわしくない、「利益第一」の

民間事業体に任せることを前提にして

いることです。「利益第一」の民間任

せになぜするのでしょうか。市税・予

算を基本にして里山を守るべきです。 

 「倒木」や「不法投棄」などは、市

税・予算で対応できるはずです。「里

山」から新たな「価値」の創出は必要

ありません。伐採するような「大木」

があるのでしょうか。炭焼き対象の小

木はあるようですが、木工事業で「利

益」が出るような大量の「木」を一体

どのくらい伐採するのでしょうか？ど

のように商品化するのでしょうか。里

山の樹々を伐採すれば山肌が露出した

ただの小山となり里山本来の姿はあり

ません。 

昭和の時代前後、東京でも有名な「小

山田みつ葉」をこの里山近辺で育成し

て重要な農業産業でしたが。 

３．(1)３「機能別の整備方針」の方針

１では、「里山を活用したアクテｲビテ

イ云々で関連する取組（案）としてア

スレチック、マンテンバイク、ロード

バイク、トレイルランニングなどが例

示されています。里山に人間の動的対

応の施設は全くなじめません。里山に

は、里山の自然の生物動態系がありま

す。 

してまいります。 

本構想の策定にあたりましては、こ

れまで地域の方々と共に、ワークシ

ョップや意見交換会を実施し、検討

を重ねて参りました。 

今回公表しました構想素案の内容

は、2022 年度に実施したワークショ

ップ及び 2023 年度に実施した意見

交換会にて、地域の皆様よりいただ

きましたご意見を受けてまとめてお

ります。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 
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 様々な動植物がそれぞれの環境の中

でひっそりとその種の命をつないでき

ました。ここに人間の勝手なパフォー

マンスを展開することは、里山の自然

を乱暴にも踏みにじることになりま

す。人間がこのような身勝手に里山に

接することには許せません。 

  (2)ｐ１２の「活用イメージ」図も一

見のどかな絵図となっていますが、山

肌を削り、人間本位の構造物の構築、

人間の社会組織の建造物を中心とした

広範囲の人工空間に作り替えられてい

ます。許しがたい自然破壊、里山抹消

のイメージ絵図に見て取られます。 

４．その具体的提案として「拠点施

設」を想定しています。「候補エリ

ア」を想定し、シユミレーション、前

提条件などや市有地の確保、活動団体

の特定などを具体化しています。特に

「６民間活力導入の視点」を強調して

います。 

 冒頭指摘しましたが、「民間」活力

は、「利益第一」ですから自然・環境

保護事業には相応しくありません。必

ず何らかの「利益」＝金を生むための

人為的な人工的な「利益」＝金を生み

出す仕組になります。それが、結局、

３．で述べている「機能別の整備方

針」という自然・環境保護育成とは真

逆な方針となるわけです。 

 民間活力導入を前提にするから、結

果、事業者におもねる事業価格とな

り、「利益第一」の資本の本能からや

がて里山の自然を破壊するという本末

転倒の方向になります。民間活用を全

面否定はしませんが、この里山対策

は、まず、行政が人的にも物的にもそ
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の中心にあり、大半を負担・拠出すべ

きです。ボランテイアの協力もありま

す。 

 里山の価値は、まさに「まえがき」

にあるように自然と歴史に耐え、育ま

れたそのものを整備し保存することそ

のものが価値ある資産・資源なので

す。別にこの里山の自然から、資本を

投入し別の価値を生み出す必要はない

のです。里山のあるがままの自然の存

続そのものが資産・資源です。 

５．この「基本構想」は、「まえが

き」に散見される里山の評価、「生物

の多様性や良好な景観」を経済的価値

観に極端に矮小化するトリック手法を

駆使しいつのまにか里山を保護育成す

ることを「利益」＝金を生み出す事業

にすり変えていることは問題です。他

の行政手法などを見ますと歴史的な町

並み保存も歴史・文化を尊重し適度で

軽度な改善・保全を加える、住民自身

の自主規制の仕組みをつくり、適度な

行政からの補助金などによって維持さ

れそれが歴史的な街並み・建造物群と

して関心と評価を得ています。 

  市は、「利益第一」でなく、いかに

この里山の自然と景観と環境、動植物

を保存育成するために市独自でどのく

らいの市税・予算、人的要員確保、学

術的専門的研究者の協力体制を構築し

ているのか。町田独自の自然価値をど

のように守り育成していくのかその理

想をどのようにアピールするのか。そ

の強い志が必要です。また、他の行政

体の「環境保全」と比してどのくらい

の位置にあるのか。まず、その本気度

を示すとともにその対応を最優先する
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べきだと考えます。 

６．町田の一部国会議員が、「魅力あ

る北部丘陵構想、１０００万人が訪れ

る北部丘陵里山自然公園」などと公約

宣伝しています。とんでもない「北部

丘陵里山の全面破壊構想」です。今回

の市の「基本構想」と関連性があるの

でしょうか。事を成しとげるに「はじ

めは微細に入り後に極大化」するとい

うこともあります。市とこの一部国会

議員とすでに一致しているのは、「利

益第一」です。警戒すべきことです。 

７．さしあたって、ガイド地図ﾊﾟﾝﾌの

発行・配布、ポイント毎の道案内、わ

かりやすい地図掲示板、わかりやすい

自然観察紹介掲示板、適度なベンチ、

トイレ、適度な駐車場などが必要かと

思われます。また、人的には、里山ガ

イド、動植物の保護・観察・育成など

のケアする専門スタッフによる密度の

濃い対応、対策が必要です。そして、

小中高学生への教育学習の整備対策で

す。 

  近時、町田市は安易に「民間活力」

手法を導入しがちですが、このような

行政の果たす役割、責任を採算や民間

事業に大半まかせるやり方が、本当に

市民にとって良いことなのか、利益に

なるのか、子孫に継承すべきか、慎重

に論議・検討すべきです。 

 したがって、この「基本構想」のま

まの具体化には強く反対します。 

 なお、パブリック・コメントの提出

制限期間が短すぎます。せめて２か月

は必要です。 

よ ろ し く お 願 い し ま す 。                          

以上  
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12 

６月２日のワークショップで決定報告

された基本方針１～４の内、今すぐ可

能と思われる項目を選択し、先ずは実

行に移すべきと思います。施設完成ま

でのはまだ時間がかかります、施設完

成までの時間を有効にするため、また

施設建設のリサーチも兼ねて以下の内

容を提案致します。 

●今すぐ実行可能なアイデア 

アクティビティについての提案 

コース散策路の案内 

１．ワークショップ参加者を中心とし

たボランティアによる散策路の整備及

び散策路の案内標識の作成と設置及び

案内マップの作成。 

２．ロードバイクを中心にした小山田

の周回コースの案内及び安全走行を兼

ねた試乗会などイベント。現在「小山

田の周回コース」はロードバイクユー

ザーには有名であり下小山田及び上小

山田を周回するコースは週末を問わず

バイクユーザー人が訪れます。コース

内の市道「忠生 630 号線」隣接する場

所か、もしくは市が現在提供できる隣

接場所を用意すれば可能です。協賛し

てもらえる企業としては［企業名］が

参加してくれる可能性大。コース案

内、安全走行案内も［企業名］所属の

クラブチーム (ちなみに私もその一人)

からボランティアとして参加も可能で

す。 

 3．蛍や大賀ハス <［URL］> など小

山田地区の季節に応じたコース案内。  

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

  

  

  

  

2．整備候補地に関するご意見 

1 

来訪者は車だけでなく電車やバスなど

も利用すると考えます。建設エリア選

定にあたり、唐木田駅淵野辺駅町田駅

本施設は、小山田エリアにおける里

山環境の再生と活用を推進し、将来

にわたって持続可能な里山環境の保
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南大沢駅からのアクセス性の考慮も必

要と思う。 

全つなげることを目的として整備す

るものです。 

整備候補地の選定にあたっては、第

一にコンセプトで掲げる里山環境の

再生と里山資源の活用を持続的に行

うことができる場所、第二にアクセ

ス性や事業採算性などを考慮した場

所、第三に市が所有する土地の有効

活用が図ることができる場所に整備

したいと考えております。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

2 

市街化調整区域内に施設建設が可能と

なる確かな法的裏付けが無い現状では

建設エリアから市街化調整区域は外し

ておいた方が良いのではないか。 

本施設は、小山田エリアにおける里

山環境の再生と活用を推進し、将来

にわたって持続可能な里山環境の保

全つなげることを目的として整備す

ることから、施設の整備にあたって

は、「里山に近い道路沿い」に整備

したいと考えております。 

整備にあたっては、構想（本編）21

ページにありますとおり、都市計画

上の制限への適合や関連する法令の

位置づけなど詳細な検討が必要と認

識しています。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

3 
将来、小田急多摩線小山田駅が実現す

れば、電車を使ってこのエリアに来る

整備候補地の選定にあたっては、第

一にコンセプトで掲げる里山環境の
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ことができるようになるため、このこ

とを見越して、拠点施設は整備候補エ

リアの③が望ましいと考えます。 

再生と里山資源の活用を持続的に行

うことができる場所、第二にアクセ

ス性や事業採算性などを考慮した場

所、第三に市が所有する土地の有効

活用が図ることができる場所に整備

したいと考えております。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

4 

市有地がまとまって存在するのは鶴見

川源流保水の森のある小山田エリア全

体の北西部であり、今後まとまった市

有地を活用することを想定すれば、拠

点施設は整備候補エリアの③が望まし

いと考えます。 

5 

・施設設置場所として優位性 

候補エリア①は多摩市から町田方面へ

の通行が比較的容易である。山林・里

山・田畑を一望できる場所もあり、散

歩・トレッキングに相応しい場所であ

る。整備が必要であるが地形を利用し

たマウンテンバイクを設置する場所も

作れると思う。 

6 

里山環境再生活用拠点施設を定めるに

当たり、大竜地区も一考にあたいする

と思われる。都立小山田緑地に接し

又、北部丘陵とのアクセスにも良く、

地区外からの来訪者にとっても休息の

場として地理的に良い場所になると思

う。散歩にて訪れる人達にとっても、

自転車で通る人も多く、車でも交通量

は多い地区のため、民間企業を活用す

るにおいても多くの集客を期待できる

と思う。各候補地それぞれ特色やメリ

ット・デメリットもあると思うが、総

合的に大竜地区が良いのではないかと

考える。 

7 

現在、大龍地区にはメイン道路が南北

に走る忠生 450 号線があり、扇橋から

大泉寺方面に行く忠生 436 号線（幅員

は狭い）の 2 本で、まずモノレール路

線の C 案であった計画道路と忠生 436

号線を幅員 10m 位の、大龍地区の基盤
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道路を作る,この道路を作るには長い期

間がかかるので、取りあえずは忠生

450 号線沿いに私有地・民有地を利用

し拠点を 1 カ所作り、素案の調査結果

にあるような活動を最初は小さい規模

でスタートすれば良いと思います。 

尚、当地区には里山の景観を損ねるよ

うなモノレールは今となってはいりま

せん。 

将来的には、この 2 本の道路に里山等

を生かした拠点を、土地所有者の承諾

を得て拠点を増やし、山林等の荒れた

所を少しずつ整備し散策路等や嵯峨野

竹林の様に整備し、里山を堪能できる

ような場所として大勢の方に来て頂く

ような大龍地区にしたい。 

8 

・拠点施設の場所 

町田市道 3・4・40 沿いに用地を確保し

て、広い駐車場のある商業施設を誘致

できるといい。施設は２F とし、一階

はやや高級な食品・日用品を中心とす

る店舗（地元野菜の直売などもすすめ

る）。2F はイートイン、喫茶スペース

と、市民交流スペースを確保する。交

流スペースには、北部丘陵の自然を紹

介するスペース、学習室のほか、調理

室も備えた、市民交流のための会議室

もあっていい。 

拠点施設の整備場所につきまして

は、第一にコンセプトで掲げる里山

環境の再生と里山資源の活用を持続

的に行うことができる場所、第二に

アクセス性や事業採算性などを考慮

した場所、第三に市が所有する土地

の有効活用が図ることができる場所

に整備したいと考えており、整備の

内容につきましては、構想（本編）

13 ページに記載する機能を備えた施

設としたいと考えております。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

9 

里山環境保全計画の下部として基本構

想素案が示され拝読いたしました。 

①P4・実施結果のまとめ方について 

・施設の役割・機能については了解し

ましたが、整備に適した 1 カ所につい

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

・本施設の整備にあたっては、都市

計画上の制限への適合や関連する法

令の位置づけの整理など詳細な検討
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て疑問があります。P14・P16 にも関係

しますが、今回提示している「里山に

近い道路沿い」と明記していますが、

候補エリア②について沿道が調整区域

での交流館を作ることができるのか？

調整区域では公共事業であっても施設

を作るとかはできないはずですが、そ

れでも候補エリアとして考えるのか？ 

結局は、大谷テントから小山田バス停

（折返し）の区間か、候補エリア①の

場所でしか交流館は建設できないので

は？ 

・候補エリア①の場所であれば、都立

小山田緑地・奈良部谷戸・東谷戸など

の散策する来訪者が近年増加してい

る。交流館が出来る事で地域住民が来

訪者のための憩いの場である交流館を

提供できるのではないか？と感じてい

る。今後の検討として考えていただき

たい事 

・道路沿道沿いに交流館を作ること。

交流館を作った後で構わないので、東

谷戸のモノレール予定地だった、道路

計画線（小野路から扇橋）、P１８（市

の上位計画との整合の図面）を実効性

のあるものとしてほしい。東谷戸の里

山景観を残しつつ道路計画を進め、市

役所の用地並びに［企業名］（民間活

力）の土地活用をすることで、里山を

使ったテーマパークが出来れば、もっ

と地域が活性化すると思います。 

が必要であると認識しております。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

 

・また、場所の選定にあたっては、

第一にコンセプトで掲げる里山環境

の再生と里山資源の活用を持続的に

行うことができる場所、第二にアク

セス性や事業採算性などを考慮した

場所、第三に市が所有する土地の有

効活用が図ることができる場所に整

備したいと考えております。 

 

・地域の活性化につきましては、い

ただいたご意見を参考に検討させて

いただきます。 

10 

「小山田エリアにおける里山環境再

生・活用拠点施設の在り方に関する基

本構想」に関する意見について 

・１０ページの拠点施設の方向性につ

いて、一つ目、三つ目はその通りだと

思います。二つ目の「地域住民が愛着

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

・ご意見の趣旨については、今後の

取組検討の参考にさせていただきま

す。 
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を持ち地域のシンボルとなる施設」の

地域のシンボルとなる施設という部分

については、地域のシンボルは自然豊

かな丘陵地や谷戸の風景で、施設自体

はシンボルというより、周辺環境に調

和し、風景に馴染むものが望ましいと

感じました。 

 

・１４ページに施設規模の参考として

1,500 ㎡とありますが、市街化調整区域

内に大規模な施設を整備することは難

しいため、市街化区域内の市有地を候

補地として検討する必要があると思い

ます。 

 

・風景になじみ、阻害しないように、

拠点的な大きな施設を配置するという

よりも、小規模な施設をそれぞれのエ

リアに分散配置することも考えられる

かと思います。小山田エリア全体の回

遊性を高めるためには、施設を点在さ

せ、徒歩や自転車で散策する楽しさを

持たせても良いように思います。 

・整備候補地の選定にあたっては、

第一にコンセプトで掲げる里山環境

の再生と里山資源の活用を持続的に

行うことができる場所、第二にアク

セス性や事業採算性などを考慮した

場所、第三に市が所有する土地の有

効活用が図ることができる場所に整

備したいと考えております。 

また、本施設の整備にあたっては、

都市計画上の制限への適合や関連す

る法令の位置づけの整理など詳細な

検討が必要であると認識しておりま

す。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

 

・「新しい里山づくり」の中核的な

役割を担う施設についてはどこか一

つの場所に整備することを想定して

おりますが、例えば拠点施設から徒

歩圏内に地域の特色を活かした機能

を整備し、拠点施設と連携した運営

を行うといった可能性はあると考え

ます。 

11 

大龍地区への施設が好ましい 

①下山田大龍地区には 450 号線・緑地

公園・里山百選に選ばれたならばい谷

戸が有り、民間の活用で考えると採算

性が重要と思われるため集客・事業者

誘致に有利 

②候補地については市保有ちに限らず

民地の借り上げも考慮するのが望まし

い 

③小規模でも各候補地に数か所作った

方が利用者にとっては良い 

④人口減少・少子高齢化が急速に進む

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

①②拠点施設の整備場所につきまし

ては、第一にコンセプトで掲げる里

山環境の再生と里山資源の活用を持

続的に行うことができる場所、第二

にアクセス性や事業採算性などを考

慮した場所、第三に市が所有する土

地の有効活用が図ることができる場

所に整備したいと考えており、整備

の内容につきましては、構想（本

編）13 ページに記載する機能を備え
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中、地域の歴史を伝承して行くため

に、地域に住む高齢者から歴史や生活

に関わる昔の情報を収集して残す活動

をする 

⑤調べていくと歴史的な遺物も有り山

の範囲も広く里山としてのポテンシャ

ルが高い 

た施設としたいと考えております。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

 

③「新しい里山づくり」の中核的な

役割を担う施設についてはどこか一

つの場所に整備することを想定して

おりますが、例えば拠点施設から徒

歩圏内に地域の特色を活かした機能

を整備し、拠点施設と連携した運営

を行うといった可能性はあると考え

ます。 

 

④⑤ご意見の趣旨については、今後

の取組検討の参考にさせていただき

ます。 

12 

④P１７今後詳細に検討する事項 

・市有地ではありませんが、地権者で

提供できる土地があります。候補地周

辺は、小山田緑地第二駐車場（滝沢地

区）脇付近の田んぼ及び畑です。民地

でも検討願います。もしくは、東京都

（小山田緑地第二駐車場）の土地など

を検討してもらえれば。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ご ざ い ま す 。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

 3．施設整備に関するご意見 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

1 

カフェ等の飲食を想定している当施設

では、最低限のインフラ（電気上下水

道）が必要である。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

2 

広大な鶴見川源流保水の森と源流域を

観光資源（将来は公園とする）として

発信・発展させる施設としてほしい。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 
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  3 

・駐車場 

当該地域は公共交通によるアクセスが

極めて悪く、交流拠点を有効にするた

めには、大規模な駐車スペースが必須

と考えられる。駐車場は、数台の観光

バスを含めて、乗用車 100 台を収容で

きる規模とし、自然散策・観光用のミ

ニバス、電動自動車の基地などもある

といい。 

事業採算性の確保の観点からも一定

量の駐車場の整備は必要であると考

えます。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

4 

・散策路 

利用者は多摩ニュータウン訪問からの

来客が多数になるはずなので、散策路

は、地元北部丘陵内部の新たなトレイ

ルだけでなく、むしろ「多摩の横山」

散策路との総合的な連携・整備をすす

めるのがいいと思う。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

5 

下小山田に長年住んでいます。子育て

世代であり、マウンテンバイクやトレ

イルウォーク、農業などに取り組んで

います。今回の構想を知るにあたり、

この地域に必要な施設は何なのか？は

たまた、本当に施設は必要なのか？い

ろいろと考えました。 

 

この地域は、多くの人が自然を楽しむ

一方で、ゴミや不法投棄は多く、交通

の便や道路が安全ではありません。思

い浮かべるのは、危険なクルマが行き

交うまともな整備のされていない道路

で、酷暑の中や真冬の冷たい雨の中、

自転車に乗っていたり歩いていたりす

る小中学生の姿。これはなかなか泣け

てきます。こんな環境を放置してしま

っている大人として自責の念を感じま

す。最寄り駅は遠い、バスは少なく

て、値段も高い。この地域のリアルな

貧弱さがあると思います。 

町田市では「町田市里山環境活用保

全計画」に掲げる「持続可能な里山

環境の保全」を実現するため、多様

な主体と連携・協働し、時代に即し

た経済・社会・環境の新たな循環の

構築（新しい里山づくり）により、

まちだの里山を将来にわたって持続

可能なものにすることを目指してい

ます。 

本施設は、小山田エリアにおける里

山環境の再生と活用を推進する「新

しい里山づくり」の中核的な役割を

担う施設として整備し、周辺の施設

や既存の活動と連携し、活動の支援

や助言、コーディネートなどを行

い、里山の整備や里山に関わる人材

の育成や確保、木材などの里山資源

の活用促進・普及啓発に取り組んで

まいります。 

子どもたちをはじめ多くの方に里山

に触れ・楽しむ機会を創出し、里山
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そこで出た 1 つの答えが、「子ども

と、地域の未来の発展のためになる施

設」だったら素晴らしいなということ

です。観光や散策のスポットで賑わう

のは良いと思いますが、子どもや地域

の未来のためにならなければそんな施

設は意味がないと思います。ワークシ

ョップなどを通して積み上げてきた議

論を、「ただ、道の駅的なカフェや工

房を作ればいい」そんなレベルから脱

却して、プランを発展深化していただ

きたいと思います。 

 

例えば… 

① 地域の子どもが安心して滞在できる 

学校からの下校時に気軽に立ち寄れ

る。遠くの学習塾に通わなくても、勉

強できるスペースがあり、オンライン

で最先端の学習ができる。広大な公園

を保育園児が園庭として遊べる拠点に

なる。将来に渡って子育てのしやすい

街。 

 

② 新しいテクノロジーやカルチャーを

取り入れる 

先進的な研究者やクリエイターが中長

期で滞在して、プロダクト・クラフ

ト・アート・デザインなど、地域の人

たちが未来に触れられる。世界一素敵

なブックストアーがある街。満員電車

に揺られなくても職住近接で仕事がで

きる街。 

 

③ 小山田の特徴を発展させた店にする 

［企業名］や［企業名］のような上質

さがあって、大衆食堂のような日常性

に関わっていただく人を増やすこと

で多様な主体の連携・協働による新

しい里山づくりを推進し、小山田エ

リアの里山環境の保全を持続可能な

ものとしたいと考えております。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 
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もある朝食から夕食まで地産地消のレ

ストラン。焚き火を囲んでキャンプも

できる地域の人々やゲストが集るコミ

ュニティ。ライドシェアや自動運転モ

ビリティで最寄り駅や都内にも帰宅で

きる。小田急線を使って新宿や都内へ

と食材を届ける。 

 

次の基本計画の策定にあたり、個別の

事業者に丸投げするのではなく、若い

世代や、未来のテクノロジーやカルチ

ャー開発の専門家にも参加してもら

い、全体を見通すコンセプトをプロデ

ュースする役割のポストを設けるべき

です。 

 

参加者や関係者の皆さまのご尽力に感

謝いたします。 

6 

第 3章 

◇機能別の整備方針について 

（全体的に） 

・拠点施設の整備目的に、「周辺の施

設や既存の活動と連携し、活動の支援

や助言、コーディネートを行う」と書

かれていますが、それが整備方針の中

に反映されていないように思います。

このような中間支援的な機能を持たせ

るためには、一般の利用者向けの機能

だけを考えるのではなく、「新しい里

山づくり」の担い手が情報を交換・共

有し学び合い、各施設や活動で展開す

るような場にもなるように考えるべき

ではないでしょうか。 

 

（方針 1） 

・里山を活用したアクティビティにつ

いて書かれていますが、もっぱら使う

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

（全体的に） 

・本施設は、小山田エリアにおける

「新しい里山づくり」の中核的な役

割を担う施設として整備し、里山の

整備や里山に関わる人材の育成や確

保、木材などの里山資源の活用促

進・普及啓発に取り組んでまいりま

す。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

 

（方針 1） 

・ご意見の趣旨については、今後の

取組検討の参考にさせていただきま

す。 
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側面ばかりが書かれていて、作る側面

が書かれていません。たとえば、里山

再生や歩道整備などのアクティビティ

も、ボランティア活動としてだけでは

なく、社会貢献・地域貢献型のアクテ

ィビティ、体験型のエコツーリズムと

して、「新しい里山づくり」の中で勧

めていくとよいと思います。 

 

・アクティビティとしては、マウンテ

ンバイクやトレイルランニングなど、

大人数で利用すると自然に深刻な影響

を与えるアクティビティを示すより

も、自然散策、フットパス歩き、トレ

イルウォーキングなどを先に示す方が

適切ではないでしょうか。 

 

・アクティビティとして利用する人た

ちは、里山の状況を随時モニタリング

する役割を果たせますので、季節ごと

の自然情報や危険箇所の情報などを積

極的に寄せていただき、情報の収集・

発信への参加を促す仕掛けづくりも検

討していただきたいです。 

 

・人づくりは重要な機能ですから、里

山づくりの担い手が集える部屋、講

座・研修目的に使い勝手のよい部屋、

雨天時にも屋外で身体を動かせるよう

な空間等があるとよいと思います。 

 

（方針 2） 

・里山資源の循環を学べる場とするの

であれば、山林だけを考えても不十分

であり、農地の資源も含めた資源循環

を考えるべきだと思います。町田の里

山では、農地と山林のあいだに密接な

（方針 2） 

・農地を含めた里山全体の循環につ

きましては構想（本編）13 ページ 

3 機能別の整備方針「方針１」 の

「新しい里山づくりの理解促進」に

おいて情報発信してまいります。木

材利用につきましては、山林の再生

により発生した木材を処分すること

なく活用することで里山の保全につ

ながっていくことを周知していきた

いと考えております。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 
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関係がありましたし、「新しい里山づ

くり」においても、山林だけを対象と

していてはポテンシャルを生かせない

でしょう。 

 

・木材資源を活用するだけであれば、

川上から川下に資源が流れていくだけ

で循環ではありません。「新しい里山

づくり」では、どのような資源循環を

めざしているのでしょうか。地域の資

源循環を 1 つのモデルとするならば、

山林・農地を一体化してイメージを示

すべきだと思いますし、何か新しいア

イデアがあるならば、それを示してい

ただくとともに、その中での拠点施設

の役割を説明していただきたいです。 

7 

・地域住民と来訪者のどちらも活用で

きる施設であること。 

地域住民には、憩いの場であったり、

子供の遊び場としてのフィールドアス

レチックやデイキャンプ・バーベキュ

ーなどで親と一緒に活動できる施設で

地域住民にとっても利用価値のあるも

のであること。 

来訪者は、比較的多いところだと思っ

ている。ハイキング・サイクリングな

ど訪れる人は多いと思っている。これ

らの人々に小山田の里山を紹介する場

所として施設が有効になると思う。そ

ば・うどん・弁当の販売や食事スペー

スの提供・トイレ・食料の販売の場と

して利用する。又、当地自然の紹介と

して、動物・植物・昆虫などのパネル

展示。周辺の歴史や行事のパンフレッ

トや四季の写真などによる広報。自転

車（ロードバイク）駐輪場の併設によ

り通り過ぎる人にちょっと足止めが出

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 
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来る場所になるのではないか。 

8 

・体験学習の場として 

竹林を利用した伐採・細工物作成など

の体験学習の場の拠点施設にする。

（又、田植え・稲刈りなどの見学） 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

9 

下小山田大龍地区のならばい谷戸など

の魅力を生かし交流館などの施設を設

置してはどうか？（売店）駐車場など

も必要。小規模で数カ所作るのも良い

と思います。各町内会や神社、寺の会

員や氏子など地元に関係する方達にも

積極的に働きかけるなど町全体で盛り

上げて行く体制を作って行くなど 

整備候補地の選定にあたっては、第

一にコンセプトで掲げる里山環境の

再生と里山資源の活用を持続的に行

うことができる場所、第二にアクセ

ス性や事業採算性などを考慮した場

所、第三に市が所有する土地の有効

活用が図ることができる場所に整備

したいと考えております。 

「新しい里山づくり」の中核的な役

割を担う施設についてはどこか一つ

の場所に整備することを想定してお

りますが、例えば拠点施設から徒歩

圏内に地域の特色を活かした機能を

整備し、拠点施設と連携した運営を

行うといった可能性はあると考えま

す。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

10 

●将来設備について 

木工の工房についての提案 

 

１．家具など従来の木工はもちろんで

すが、施設内のアクティビティなどで

利用出来る乗物など子供や大人が楽し

める遊具の作成。 

 

すべて完成させているのではなく子供

が自ら手を加えて完成する要素を残す

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 
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など、訪れた人が工房を有効利用でき

る要素を残したプロダクツ。 

 

木だけでなく鉄など異素材と組み合わ

せることで従来の木工とは違った広が

りが出来るかと思います。 

11 

数年前から［団体名］という団体とし

て、市有山林などをお借りして、雑草

刈りや清掃などのボランティア活動を

行ないながら、マウンテンバイクや

様々なアウトドアアクティビティや自

然体験を楽しめる里山環境を地域や来

訪者に提供させてもらっています。 

通年で市民に向けた里山体験イベント

も行っていますが、近くにトイレがな

いことや駐車スペースが少数に限られ

ていることなどにより、今は登録会員

に限定した小規模イベントの開催が中

心となっています。オーバーツーリズ

ムの問題を起こさないためにです。 

また参加した子供や女性の参加者から

は、洗浄機能などのついた清潔なトイ

レが欲しいという要望も我々にいただ

くことがありました。現状では、コン

ビニや小山田緑地の管理事務所にある

トイレを利用することが多いようです

が、既存施設までが遠いことや、そこ

の駐車場が満車でトイレが利用しづら

いなどの悩みを聞くこともありまし

た。 

高機能なお手洗いの設備は運用コスト

もかかりますが、オーソドックスな公

衆トイレと高機能トイレを併設し、後

者を電子決済支払いを使って有料化す

るなどの手法も良いのではないかと思

います。 

ところで、既存の里山利用者のフィー

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 
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ルドや回遊経路を調査した上で、それ

を阻害しない新しい施設の計画を行な

って頂きたいです。 

北部丘陵地域の里山のあちこちにその

魅力が点在しており、マウンテンバイ

ク愛好家やトレイルランニング愛好家

が利用している「トレイル」と呼ばれ

る既存の里道は、それ自体が町田市に

とって重要な観光資源です。 

そのためには、現在小山田の既存の里

山フィールドがどのように利用されて

いるかの具体的調査も実施した上で、

既存のフィールドと新しい設備が共存

できるプランを、地域の方々や利用者

が一緒になって検討していただきたい

と思います。 

横浜ズーラシア周辺に 10 年ほど前から

建設された横浜市の大型の里山体験設

備は、利用実態の調査がないまま有料

タイプの施設を里山の中心に構えたせ

いで逆に通行が不便となり、施設周辺

の里山の利用価値が下がってしまいま

した。それまで市民ボランティアの力

によって賄われていた里山整備が困難

になり、里山を利用しやすかった環境

が荒廃するなどして、それまで気軽に

利用できた里山の魅力を損ねてしまっ

たという実例もあります。 

最後に、ボランティア団体として小山

田の里山に関わらせていただいてます

が、ここまで地域の方々に受け入れて

いただき、ご理解いただけていること

に感謝しています。 

 4．地域連携・民間活力導入に関するご意見 

  

  

  

1 

【民間活力導入の視点】 

・民間活力の導入は方向性としては当

然であると思いますが、事業採算性確

事業の実施にあたっては、地域にお

住いの方や地権者のご理解やご協力

のもと進めていくことは重要である
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保のために、山林や農地の地権者が犠

牲（不利益）を強いられることなどが

ないように、行政が監視していく仕組

みも必要であると考えます。 

と認識しております。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

2 

地域の様々なリソースを棚卸・整理し

有効活用すべき。特に人的資源はデマ

ンド（需要）としてではなく、サプラ

イ（供給）側として検討することで、

新たな資源の活用が見えてくると思

う。つまり、住民をお客様としてでは

なく、事業の主体として、事業の実施

者としてサービスを提供する側とし

て、活用する考え方をとるべき。特

に、限られた予算や民間の参入障壁に

ついては、住民の協力というだけでは

不十分で、住民のリソースを前提とし

た事業構築を行うことが、継続的であ

り現実的であると思う。具体的には、

労働力の提供や一定の消費を約束する

ことなど、資金の拠出や民有財産の拠

出である。それはおおよそ、かつての

農村社会では当たり前であった考え方

という、古くて新しい仕組みとも言え

る。 

市の遊休資産（土地）活用や新たな建

物の計画などのハード面が先行してい

る印象だが、仕組みやルール、情報の

整理や公開の仕方などソフト面での検

討が不十分である。特に、コストパフ

ォーマンスとしては、ソフト面が有利

であるが、関係者間での協議や住民間

での話し合いが必要であり、強力な推

進者なども必要であり、市の不得意と

することだと思うが、そこは住民や地

域を巻き込み、時間をかけて会議体を

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

事業の実施にあたっては、地域にお

住いの方や地権者のご理解やご協力

のもと進めていくことは重要である

と認識しております。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 
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作りながら進めてながら、ルールや共

通認識などを策定していくべきかと思

う。 

特に、その意味では地域との連携や協

議が不可欠であり、地域との協議や執

行部（市）とのコミュニケーションが

不十分であり、協議の場の設定が必要

と思われる。現状の市と地域とのコミ

ュニケーション体制はほぼ成立してい

ない。 

3 

②P9・調査結果概要の件で 

・もし検討エリア①の市道 450 号線で

交流館などが立つのであれば、大龍地

区（大沢・竜沢地区）でお祭りなど協

働していく準備はある。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

4 

➂P１２里山に関わる人・・・・（現状

報告） 

・①はマウンテンバイクなど、東谷

戸・奈良部谷戸を現在散策しながら走

行しています。 

・②ロードバイクは、土曜日・日曜日

市道 450 号線を走行し登りのセブンイ

レブンが休憩場所となっていますの

で、交流館が出来れば、呼び込むこと

が出来ます。 

・④山林の整備及び体験学習は、［団

体名］及び［団体名］が行っていま

す。今後も継続予定です。 

・⑥⑦は地元大龍地区が行うことが出

来ます。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 
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5 

⑤P２０民間活力導入の視点（１）事業

方式の検討 

・４つほどケースが記載されている

が、小山田エリア①～③までのエリア

は調整区域がほぼ占めており、エリア

①の大龍地区しか市街化で使える用地

が無いように思います。ただ、市の公

共用地が無いためケース４の民地を使

うしかないと思いますが。 

本施設の整備にあたっては、都市計

画上の制限への適合や関連する法令

の位置づけの整理など詳細な検討が

必要であると認識しております。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

6 

・既に地区内にいる NPO 法人などとの

関係性について、もう少し掘り下げて

欲しいと思います。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

 5．施設運営に関するご意見 

  

  

  

  

  

  

  

  

1 

収支採算性を確保するためにも建設エ

リアの徒歩圏内住民に対する意識調査

が必要だと思う。 

構想（本編）21 ページにありますと

おり、本施設の運営が持続可能なも

のとなるためには、事業採算性の確

保が課題と認識しており、施設近隣

にお住いの方が気軽に利用できるな

ど、平日の施設利用の促進を図る必

要があると認識しています。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

2 

第 4章 

◇事業採算性の確保 

平日の施設利用の促進が謳われていま

すが、里山を利用した企業研修、イン

バウンド需要に応える里山ツーリズム

の企画運営などを検討してもよいと思

います。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

3 
⑥P２１事業採算性の確保 

・現在、小山田緑地は散策などをする

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 
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来訪者が土日だけでなく毎日、訪れて

いるので民間事業者が店舗を出しても

収益は上がるし、市道 450 号線での車

の往来も多いため、立ち寄りやすい立

地に建設すれば採算は取れると思いま

すので検討願います。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

4 

１小山田エリア全体としてどのような

特色（オリジナリティー）を出してい

くのか、他との差別化が重要 

 

 市内だけでも４か所の里山エリアが

あるので、それぞれの特徴がないと人

は来てくれない 

 

第２回のワークショップでは、魅力と

して①自然が多い ②景観がよい ③

手付かずの、または車が入っていけな

い道があるのがいい などが挙がって

いましたが、これらで差別化を図るの

であれば、例えば… 

 

魅力①自然が多い 

 

「木が多い」ということであれば…

（※木に興味がある人がどれだけいる

のかを把握する必要はあると思います

が…） 

 

１エリア内の様々な木々を巡るツアー 

※木に詳しい方が必要 

 

２調理やお風呂、暖房など全てを薪で

賄う薪生活体験施設を作る ※宿泊施

設を設けて大変さも体験してもらうと

モアベター 

 

３新築住宅の大黒柱を選ぶツアーを実

小山田エリアの特色を出し、差別化

を図っていくことは非常に重要だと

認識しています。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 
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施 ※可能かどうかは不明ですが、考

え方としてはアリではないかと思いま

す。 

 

              例）［URL］ 

 

４［企業名］のコーヒーのような、こ

こでしか飲めない、食べられない物を

提供する ※開発できるのかが問題で

すが 

 

「野生動物が多い」ということであれ

ば… 

 

１（夜の）野生動物（の声？）観察小

屋を作る ※長池公園付近にもあるよ

うですが… 

 

２小山田エリアに生息する野生動物に

特化した博物館を建てる 

 

魅力②景観がよい 

 

１拠点施設に、高い場所から眺められ

る展望台を作る 

 

※何度も登ってもらうための工夫も大

事。例えば… 

 

設備的には３６０度見渡せるが、目隠

ししてある部分もあり一度に全方位を

見ることはできない（８等分？した目

隠し板をランダムで配置する）→目隠

し部分は日によって変える（隠す場所

もランダムに変える）→見たい方位が

見られるまで何回も登ってくれる？ 

 



36 

 

２里山に興味を持ってもらう方法 

 

エリア内に幼稚園や保育園を誘致する 

 

AR 等も活用することで、大きな建物は

要らなくなるかも？ 

5 

・施設の継続性について 

住環境・道路環境による変化に対応す

ることを考慮しておくことが重要にな

ると思う。施設を維持させる為に支出

が大きく負担ばかりにならないよう、

収入が計算出来る内容とし、施設の規

模や内容を吟味し、施設の維持継続さ

せる方向について見直しをかける。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

構想（本編）21 ページにありますと

おり、本施設の運営が持続可能なも

のとなるためには、事業採算性の確

保が課題と認識しており、引き続き

検討してまいります。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

6 

・施設の PR 

最寄りの駅・バス停に施設紹介の QR

コードによる PRをし、利用者への広報

活動をする。 

貴重なご意見ありがとうございま

す。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 

  

  

  

  

  

  

6．地域の街づくりに関するご意見 

1 

小山田地区は緑豊かな地域であるが、

交通インフラが未整備で、せっかくの

緑が十分に活用できていない。十分に

活用するためには、交通手段の整備と

現有の緑資源がどのようなものがある

か、さらにこの地域にすむ住民がなに

を望んでいるか、の三つを組み合わせ

る必要があります。この地域では、現

在いくつかのまちづくり活動が展開さ

れていて、まちづくりに対する意欲が

高まっています。 

 まず必要な交通面の今後の計画とし

ては、モノレールの延伸とそれに伴う

道路整備です。モノレールのルートは

すでに決定されていて、あとは正式な

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

本事業については、これまで地域の

方々と共に、ワークショップや意見

交換会を実施し、検討を重ねて参り

ました。 

今回公表しました構想素案の内容

は、2022 年度に実施したワークショ

ップ及び 2023 年度に実施した意見

交換会にて、地域の皆様からいただ

きましたご意見を受けてまとめてお

ります。 

事業の実施にあたりましては、引き

続き地域住民・団体など多様な主体

と連携・協働しながら進めてまいり
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認可を待っています。道路について

は、都市計画道路 3・4・40 号線を次期

道路計画に格上げし、実現をはかるよ

うに、地元や町田市も動き出して、東

京都に対する働きかけも始まっていま

す。この道路が実現すれば、日野市や

八王子市中心部と直接結ぶ道路とな

り、交通量も飛躍的に増加する見込み

であり、道路沿いに里山拠点を設置す

る有力候補となります。また、長らく

工事中であった都道 630 号線は近々完

成する予定であり、この道路沿いも拠

点設置の有力候補でしょう。 

 また、この地区で、多くの訪問者を

集めています都営の小山田緑地も魅力

あるスポットであり、まだまだ多くの

活用の可能性を秘めています。 

 さらに、小山田地区には、未利用山

林や緑地が多く、また現在もいくつか

のグループが里山の整備や活用に取り

組んでいます。 

 里山づくりを推進する施設で、経済

性を確保しながら、持続的な活動が可

能な拠点施設を維持するためには、現

在の資源と将来の見通し、さらに住民

の希望や現在の活動グループなどを含

めた、丁寧で、時間をかけた話し合い

をどこまでしっかりできるか、にかっ

ています。ぜひ地元のまちづくりグル

ープや町内会自治会、さらには、里山

にかかわっている活動グループの代表

者などを加えた丁寧な議論をできる場

を作って、しっかりした、しかも住民

に支持された計画づくりをお願いしま

す。 

ます。 

2 
大竜地区は市道 450 号線にそった、大

沢・竜沢地区で世帯数は 160？の集落
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で道路周辺 100ｍ内は市街化地区であ

りますが、高齢化と後継者不足により

多くは駐車場か荒れ地となっていま

す。 

山林竹林水路も整備されることもな

い。当地区は「大竜地区街づくりを考

える会」平成 30 年 5 月に第一回の会を

開催致しましたが多摩都市モノレール

の町田市への延伸ルートが東京都の審

議会に於て「町田市の方針」と異なる

ルートで答申がありました。審議会の

内容は「極秘」とのことで都の「整備

局長」より「確定ではない。」との返

信がありました。しかしながら従来の

経緯を見て、地域の現況を踏え新たに

「2024 年から、「街づくり「大竜地区

まちビジョン」を進めることとなりま

した。 

第一の目的は、地域コミュニティの結

束の為に地域の伝統行事活性化を進め

住民同士が同じ目的を持って生活出来

る環境を造ること。 

第二は、地域内での自然な動物、植物

‼農産物‼河川‼昆虫‼草花‼等々の

里山でなければ見られない自然の環境

の中ならではの資源の保全と管理によ

る地域の魅力向上を図る。 

地域の活性化と、緑地、里山の保護、

維持は、地域住民の努力と協力、共調

が必要であることは言うまでもない

が、何より行政の参画と事業者の知

識、経験が必要であります。 

公共用地の活用を含め民間事業者の知

識と経験が必要と思います。経験有る

業者との共同により里山事業の推進と

維持発展が有るものと思います。 

町田市は高齢化と人口の減少が進んで
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いると聞きます。 

今後はさらに高齢者の増加が見込ま

れ、又障害者の増加も当然と思われま

す。 

自然環境にめぐまれた里山地域内に施

設建築の促進を図ることが良いと思わ

れます。 

「追信」、市議、都議、国議員さんは

なぜ地域活性化の為に相談者として協

力しないのか不思議に思います。 

以上 

3 

下小山田大龍地区のあり方について 

東谷戸地区および奈良原地には、都市

計画道路（多摩市南野→扇橋―大谷テ

ント前―小山田桜台団地）が有りこの

道路を一番先に完成させることが大事

である。 

道路が出来れば、モノレールをもとの a

案にもどすことが出来ると思ってい

る。 

大竜地区に駅を作れば集客地点に成る

東谷戸に道の駅的なものを作り、地物

産品の販売、又調整区域の山林の整備

し緑を生した公園の整備し親子づれで

遊べる施設、［企業名］の土地を利用

する為に［企業名］にも参加を依頼す

る、ゴルフ場の客、丘陵病院の客、小

山田緑地公園の客子どもモノレールの

集客も出来るし、建設費も時間も最低

でできると思う、今の様に点在する市

有地を利用するには現在の農道を整備

し、自動車が自由に動けなければ採算

が取れる様な集客はむりであろう。こ

れと言う目玉に成る様な施設がない状

態では事業として成り立たないと思

う。 

小山田地区には商店がなく老々介護の

貴重なご意見いただきありがとうご

ざいます。 

今後も、地域の特徴を活かしたまち

づくりを進めてまいります。 



40 

 

 

家庭が多く成る今日、大竜地区と大泉

地区には町田市内でもっとも僻地であ

りス―パー的な店がどうしても必要で

ある。 

そのためには市街化の地点の土地の用

途地区のみなおしをしてほしい。 

先祖伝来の土地を調整区域の為利用出

来ないだけでなく、売却も出来ないの

で地主は非常に苦労していることを考

慮してほしい。 

4 

・どんな施設であっても、地区の中心

的な存在となり、地区の人々の主たる

交流の場になることが求められます。

既存のイベントなどの場としての活用

もある程度、想定してほしいと思いま

す。 

 

・地区の人々が集う、居場所となり、

そこで地区同士や、地区を訪れる人と

の交流が生まれるような場所になると

良いと思います。 

貴重なご意見をいただきありがとう

ございます。 

ご意見の趣旨については、今後の取

組検討の参考にさせていただきま

す。 


